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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、硫酸基転移酵素2ファミリーに属します。ゴルジ膜に局在し、コンドロイチン中のグルクロン酸残基に挟まれたβ-1,4結合型N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）のC4位水酸基への硫酸基転移を触媒します。コンドロイチン硫酸は、軟骨中に存在する主要なプロテオグリカンを構成し、多くの細胞および細胞外マトリックスの表面に分布しています。[RefSeq提供、2011年8月],触媒活性：3'-ホスホアデニリル硫酸 + コンドロイチン = アデノシン3',5'-ビスリン酸 + コンドロイチン4'-硫酸。,機能：コンドロイチンのN-アセチルガラクトサミン（GalNAc）残基の4位への硫酸基転移を触媒します。コンドロイチン硫酸は、軟骨中に存在する主要なプロテオグリカンであり、多くの細胞および細胞外マトリックスの表面に分布しています。β1,4結合型ガラクトシダーゼ（GalNAc）のC4水酸基に硫酸基を転移し、C3水酸基をβ結合型グルクロン酸に置換します。皮膚真菌に対する活性はありません。,類似性：硫酸基転移酵素2ファミリーに属します。,組織特異性：成体肝臓で高発現。腎臓、リンパ節、胎児腎臓では低発現。,
	研究分野
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	CHST13抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはCHST13ペプチドでブロッキングされている。
	

	CHST13抗体を用いたパラフィン包埋ヒト精巣の免疫組織化学染色。右レーンはCHST13ペプチドでブロッキングされている。
	

	CHST13ポリクローナル抗体を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

